シュルレアリスムにおけるジョルジュ・バタイユ的観点を通してのアンドレ・ブルトンの『ナジャ』の読解 by 加藤 彰彦
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 4 ） 「ところで私が玉子（下線原文）のそれに結びつけているのはこれらの白い目玉のイメージなのだ。」（GBI 
p.607, HO p.119 全文イタリック体）
 5 ）「我々の家族は遠い親戚関係にあったので、我々の最初の関係は急速なものだった。」（GBI p.13）
 6 ）GBI, pp.569-608, Histoire de l’œil（nouvelle version） Appendice, PLAN D’UNE SUITE DE L’HISTOIRE DE 
　　L’ŒIL 要するに、全集では改訂稿を新しい作品として捉えて掲載するのではなく、あくまで初稿が本
筋で、改訂稿は付録としての掲載になっている。またこの続編の計画であるが、ペーパーバックや単
行本には掲載されていず、従ってガリマールの全集でしかその内容を窺い知ることはできない。
 7 ）「他の人たちにとって全世界はまともな人たちが生気のない眼をしているのだからまともに思われる。
そんなわけで彼らは猥褻な言動を嫌うのだ。彼らは雄鶏の叫びを聞く時や星空の下を散歩する時にも
いかなる不安も感じない。一般に、人が《肉体の悦楽》を味わう時、それが色あせているという条件
でだ。／しかしこの時代から私にとっていかなる疑いはなかった。実際それはいつも色あせているの
で私は人が《肉体の悦楽》と呼んでいるものは好きではなかった。私は《猥褻な》と分類されている
ものしか好きではなかった。私は、逆に、通常の放蕩が単に放蕩を汚し、ある方法であれ別の方法で
あれ、高尚で完璧に純粋な何かを無傷のままにしておくので通常の放蕩で満足させられることさえな
かったのだ。私が認識している放蕩はただ単に私の肉体と私の思想を汚すだけでなく、私がその前で
理解できる全てのもの、つまり舞台装置の役割しか果たさない星を散りばめた大宇宙を汚すのであ
る。」（GBI p.45）
 8 ）更に吉田裕はこれらの問題に先行して労働の方が重要である点を指摘しているが、本論考においては
バタイユの社会学経済学についての考察を除外している。
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